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短 報

鹿児島県加計呂麻島で発見された巨大な2個体のエガイ

（二枚貝類， フネガイ科）の生貝

久保田 信＊

Shin KUBOTA: Two giant living specimens of Barbati，α（A barbαtia) limα（Bivalvia, Arcidae) found at Kakeroma 
Island, Kagoshima Prefecture, Japan 

エガイBarbati，α（Abarbatia) Zima R EEVEは殻長55

mmに達するフネガイ 科Arcidae の普通種で， 房総半

島以南， インド・太平洋に広く分布し， 潮間帯から浅海

（ 水深約20 m まで）の岩礁や造礁性サンゴの隙舗に足糸

で付着してい る（波部 ， 1973, 1977, 1983；アポット ・ ダ

ンス， 1982 ；松隈， 1989；奥谷， 1994） 。 筆者はこれま

で日本各地からエガイを多数採集 し観察してきたが， 加

計昂麻島の2地点で瀬間帯直 下に生患するイシサンゴ類

から21自体の巨大 な生貝を発見 したので、報告する。

エガイの巨大僧体（ 図1 ）の記録

殻 長 86 mm(No. 1) ; 66 mm(No. 2) 

殻 皮 前縁 と後縁に密生し蓑毛状 ， 黒褐色

殻の形 四辺形状

放射肋 頼粒状だが， 摩滅した 部 分が 多い

殻内面の色 白色

採集場所 鹿児島県加計呂麻島諸鈍の砂浜準岸（No.

と状況 1）， 安脚場の岩礁海岸（No.2) ; 干潮線

付近水深約l m 地点に生育する生きたノ、

マサンゴ類の一種に水面とほぼ垂直に開

いた丹筒状の穴の中にすっぽり埋も れて

足糸で付着（No.1）， 干潮線付近水深約l

m 地点に生育する生きた イシサンゴ類の

基部の隙間に足糸で付着（No.2) 

採集日 1999年6月 1自（No.1) ; 1998年5月25

日（No.2) 

その他 双眼実体顕徴鏡で検鏡 したところ外套腔内

に共生生物は見られなか った
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図1 鹿児島県加計呂蘇島 産の生きたハマサンゴの一種
に付着生育していた エガイの巨大個体 （No.1) 

Fig. 1. A giant specimen (No. 1) of Barbatiα（Aba子
batia) Zima found at Kakeroma Island. 
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